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厚生労働科学研究費補助金（エイズ対策政策研究事業） 

健診施設を活用したＨＩＶ検査体制を構築し検査機会の拡大と知識の普及に挑む研究 

分担研究報告書 

 

1.健診センター･人間ドック施設におけるHIV･梅毒検査提供の実践に関する研究 
 

研究代表者 川畑拓也 地方独立行政法人 大阪健康安全基盤研究所 主幹研究員 

研究分担者 渡邊 大 国立病院機構 大阪医療センター HIV 感染制御研究室長 

研究分担者 駒野 淳 大阪薬科大学 感染制御学研究室 教授 

研究協力者 崎原永辰 那覇市医師会生活習慣病検診センター センター長 

研究協力者 真栄田哲 那覇市医師会生活習慣病検診センター 検診部次長 

研究協力者 伊禮之直 那覇市医師会生活習慣病検診センター 検診部 

研究協力者 仲宗根正 那覇市保健所 所長 

研究協力者 久高 潤 沖縄県保健医療部地域保健課結核感染症班 班長 

研究協力者 仁平 稔 沖縄県保健医療部衛生環境研究所 衛生生物班 
 

研究要旨 
 那覇市医師会生活習慣病検診センターにおいて、健診受診予定者へ発送する問

診票に、HIV 治療の 新情報を記載し、検査を受けたことと結果が秘匿されること

を説明した HIV･梅毒検査案内パンフレットを同封し、検査の提供を周知した。 
 令和 2 年 6 月 1 日から検査案内パンフレットの同封を開始し、令和 3 年 2 月 27
日受診者分まで発送した。6 月から翌年 2 月末までの 9 ヶ月間の総受診者数は

19,258 名であったが、そのうち検査案内パンフレットを送付された人は 12,790 名

であった。期間中、無料 HIV･梅毒検査を受検した人の総数は 2000 名で、パンフ

レットを受け取った人の 15.6%が受検した。この受検割合を、3 年前の調査で判明

した、全国の健診施設で提供される HIV 検査の利用率（0.16%）と比較すると、

97.5 倍高い利用率であった。 
 検査の結果、HIV スクリーニング検査陽性者は 2 名（0.1%）で、2 名とも拠点

病院で治療中の HIV 陽性者であった。梅毒抗体陽性者は 19 名（0.95%）で、治療

のために地域のクリニックへ紹介した。 
 一方、データが公開されている、令和 2 年 7 月から 12 月までの沖縄県の保健所

の無料匿名 HIV 検査件数は、新型コロナウイルス流行の影響からか、前年度比

87.4%減の 128 名であったが、我々の提供していた HIV 検査の受検者数は同じ期

間中 1467 名と、約 11.5 倍多く、健診センター・人間ドック施設における健康診断

の機会に提供する無料 HIV 検査は、新型コロナウイルスの流行など、保健所の機

能を損ねる程大きな感染症の流行に対して、強固で代替的な検査体制となる潜在的

な可能性が示唆された。 
 
 

Ａ.研究目的 

 日本では症状が出て初めて感染が判明する

HIV 症例が新規報告数の 27％を占め、そのうち

就労世代である 30 歳から 59 歳は全体の 76％

を占める（令和元年エイズ発生動向年報）。こ

れは就労世代が、現在 HIV 検査の軸である保健

所・特設検査場における無料匿名 HIV 検査を時

間的・空間的制約から利用しにくく、就労世代

の HIV 感染者の受検機会が損なわれているこ

とを示唆している。そこで、新しい検査機会の

創出と普及が必要である。また、日本において

WHO の推奨するケアカスケードを実現するた

めに既感染者の診断率上昇を達成するには、今

よりもはるかにアクセスしやすい HIV 検査環

境を構築しなければならない。 

 本研究では、国が平成 30 年に自治体宛に通

知し実施を促した「職域健診ＨＩＶ・性感染症

検査モデル事業」を自治体が円滑に導入･実施

できるようにするために、健康診断施設におい

て無料 HIV･梅毒検査を健康診断受診者に提供

し、実際に検査を受けてもらうことで、潜在的

な問題点と解決法を検討する。 
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Ｂ.研究方法 

 昨年から引き続き協力の得られた那覇市医

師会生活習慣病検診センター（以下、那覇市医

師会検診センター）において、健康診断の機会

を利用した無料 HIV･梅毒検査を提供する。方

法としては、検診受診予定者へ発送される健

康診断の問診票に HIV･梅毒検査案内パンフレ

ットを同封し、検査の提供について周知する。

パンフレットには、HIV･梅毒検査の説明や申

込み方法のほかに、「HIV 感染症･エイズはも

はや『死に至る病』ではない」「一日一回一錠

の服薬で治療可能」「検出限界以下ならパート

ナーにHIVが感染しない」といったHIV感染症･

エイズの印象を改善する HIV 治療の 新情報

と、「検査結果はあなただけにお伝えします」

「健康診断の依頼元であるあなたの会社の人

などには、検査結果も、検査を受けたことも

決して伝えません」といった、受検したことや

検査結果が秘匿されることを明記する。検査

は HIV 抗原抗体スクリーニング検査と梅毒 TP

抗体検査を提供し、民間検査会社に外部委託

する。 

 検査結果の返却は、以下の様にプライバシ

ーに十分配慮する。すなわち、HIV と梅毒、2

種類の検査の結果が両方陰性の場合は圧着ハ

ガキで検査申込時に受検者本人が申告した住

所に、親展で郵送する。またどちらかの検査

結果が陽性の場合は、検査申込時に受検者本

人が申告した電話番号に連絡し、健診施設を

訪れるよう促す。健診施設へ来所時は、医師

が面談し結果通知を行う。HIV スクリーニン

グ検査が陽性の場合は、あらかじめ研究協力

を得た当該地域の保健所を紹介し、HIV 確認検

査を受けに行くよう促す。梅毒 TP 抗体陽性の

場合は、梅毒治療を行っている地域の診療所

を紹介し、受診を促す。 

（倫理面への配慮） 
本研究は地方独立行政法人 大阪健康安全基盤

研究所 倫理審査委員会の承認を得て実施した

（申請番号：1802-07-3、0810-04-5）。 

 

Ｃ.研究結果 

 那覇市医師会検診センターにおいて、令和 2

年6月1日から検査案内パンフレットの同封を

開始し、令和 3 年 2 月 27 日受診者分まで発送

した。令和 2 年 6月から令和 3年 2月末までの

9 ヶ月間の健診センターの総受診者数は

19,258 名で、そのうち検査案内パンフレット

を送付された人は 12,790 名であった。今年度

の無料 HIV･梅毒検査の 初の受検は 6 月 8 日

にあり、期間中、無料 HIV･梅毒検査を受検し

た人の総数は 2000 名で、パンフレットを送付

された人の 15.6%が受検した。HIV スクリー

ニング検査陽性者は 2 名（0.1%）で、問診の

結果、2 名とも拠点病院で治療中の HIV 陽性

者であった。梅毒抗体陽性者は 19 名（0.95%）

で、治療のために地域のクリニックへ紹介した。 

 

Ｄ.考察 

 那覇市医師会検診センターにおいて 6 月か

ら翌年 2 月末までの 9 ヶ月間、無料 HIV･梅毒

検査を受診者に提供したところ、2000 名の利

用があった。沖縄県内の保健所における無料匿

名 HIV 検査受検者数の、令和元年から過去 5

年間の年間平均受検者数は 2198.6 名であり、

那覇市医師会検診センターにおいて約 10 ヶ月

間、無料 HIV･梅毒検査を提供した場合の受検

者数に相当した。このことは、アクセスしやす

い受検環境であれば、検査のニーズの掘り起こ

しが可能であることを示唆している。 

 一方、データが公開されている、令和 2 年 7
月から 12 月までの沖縄県の保健所の無料匿名

HIV 検査件数は、新型コロナウイルス流行の

影響からか、前年度比 87.4%減の 128 名であ

ったが、我々の提供していた HIV 検査の受検

者数は同じ期間中 1467 名と、約 11.5 倍多く、

健診センター・人間ドック施設における健康診

断の機会に提供する無料 HIV 検査は、新型コ

ロナウイルスの流行など、保健所の機能を損ね

る程大きな感染症の流行に対して、強固で代替

的な検査体制となる潜在的な可能性が示唆さ

れた。 

 また、那覇市医師会検診センターにおける無

料 HIV･梅毒検査の利用割合は昨年（12％）よ

りも高くなった（15.6％）が、新型コロナウイ

ルス感染症の流行による業務の逼迫で保健所

が HIV 検査業務を停止（2021 年 3 月 4 日、沖

縄タイムス）していたことがこの原因かどうか

は明らかでない。さらに、検査案内配布済の者

に占める受検者の割合は 15.6％であり、全国

の健診施設を対象とした調査における HIV 検

査利用割合（0.16％）と比較して約 98 倍と高

い値であった。 

 健康診断施設においては、新型コロナウイル

ス流行下であっても安定して HIV 検査を提供

できる事が明らかとなった。 

 

Ｅ.結論 

 昨年度に続き、今年度、健康診断施設におい

て 9 ヶ月間無料 HIV･梅毒検査を健診利用者に

提供した。新型コロナウイルスの流行により、
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保健所においては HIV 検査の提供が中止され

る様な状況であったが、健診施設では検査案内

を配布された受診者のうちの約 16％、新型コ

ロナウイルス流行以前の沖縄県の約 1 年間の

無料匿名検査受検者数に相当する 2000 人が検

査を受けた。そのうち、HIV 抗体陽性者は 2名

であったが、2名とも治療中の感染者であるこ

とが、医師の問診によって明らかとなった。 

 健診センター・人間ドック施設における健康

診断の機会に提供する無料 HIV 検査は、新型

コロナウイルスの流行など、保健所の機能を損

ねる程大きな感染症の流行に対して、強固で代

替的な検査体制となる潜在的な可能性が示唆

された。 

 

Ｆ.健康危険情報 
該当なし。 
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テグラーゼ阻害剤を使用した患者の血清

尿酸値の上昇に関する要因についての検

討、第 34 回日本エイズ学会学術集会・総

会、2020 年 
17. 矢倉裕輝、中内崇夫、櫛田宏幸、桝田智仁、

廣田和之、上地隆史、渡邊 大、西田恭治、

上平朝子、白阪琢磨。日本人 HIV-1 感染

者におけるビクテグラビルの血漿中濃度

に関する検討 第１報、第 34 回日本エイ

ズ学会学術集会・総会、2020 年 
18. 櫛田宏幸、中内崇夫、矢倉裕輝、桝田智仁、

廣田和之、上地隆史、渡邊 大、西田恭治、

上平朝子、白阪琢磨。日本人のテノホビル

アラフェナミド服用における推定糸球体

ろ過量低下症例についての検討、第 34 回

日本エイズ学会学術集会・総会、2020 年 
 

Ｈ. 知的財産権の出願・登録状況 

 該当なし。 
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